
別添 

チャレンジ大会 

競技方法及び競技規則 

 

 

１ 競技方法 

 (1) フリースロー個人戦 

・一人が連続で１０ 本シュートし、成功回数を競う。 

 (2) フリースロー団体戦 

・フリースローラインの後ろに一列に並び、一人ずつ順番にシュートする。 

・シュートが終わったら、最後尾に移動して次のシュートを待つ。 

・５分間の合計シュート成功回数を競う。 

(3) ジグザグドリブル個人戦 

   スタートラインから５ｍの地点に１個目のカラーコーンを置き、移行２．５ｍ間隔で合計

６個のカラーコーンを設置する。ジグザグドリブルで折り返してゴールするまでのタイムを

競う。 

 

２ 競技規則 

(1) 共通の規則 

・男子は７号、女子は６号ボールを使用する。 

・各校審判１名を指名し、ルールに則って実施する。 

・全ての種目で、チャレンジは１回限りとする。 

(2) フリースロー個人戦及び団体戦の規則 

・バスケットボールの競技規則とおりに実施する。 

  （ショットが、ボールがリングに入るか当たるまでフリースローラインを踏んだり、踏み

越したりしない。違反した場合はショットが成功しても、無効とする。） 

 ・団体戦については、記録日に参加している部員全員で実施する。 

 ・複数人が同時にシュートすることは禁止とする。（成功しても、無効とする。） 

 ・ボールは指導者が渡しても、選手が持っていても、どちらでもよい。 

 (3) ジグザグドリブルの規則 

 ・スタートラインの手前の端から最初のカラーコーンの遠い辺までを５ｍとする。以降のカラ

ーコーンの位置は、遠い辺から遠い辺を２．５ｍとする。 

・ドリブルをしながらゴールラインに達したときにゴールとする。（ボールだけがゴールライ

ンを越えたり、ボール無しで選手だけがゴールラインを越えたりしても、ゴールしたとは認

めない。） 

・カラーコーンが倒れた場合は、指導者が速やかに元の状態に戻す。 

・途中でミスがあった場合は、自分でボールを拾い、ミスがあった地点から再開する。 

・タイムは１００分の１秒を切り上げる。（９秒５８の場合は、９秒６として記録する。） 
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